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授業科目名 英語（選択：英語α） English (English α) 
担 当 教 員 名 北條 健 (Hojou Ken) 
対 象 ク ラ ス 全学科５年生 
単 位 数 ２履修単位 
必 修 ／ 選 択 選択 
開 講 時 期 通年 
授 業 区 分 語学 
授 業 形 態 講義 
実 施 場 所 選択制教室１ 
授業の概要(本教科の工学的、社会的あるいは産業的意味) 

 
 

前期中間試験までは英語構文の基礎を文法中心に再学習する。その後は英語の構文を復習しながら読解用
の教科書を併用する。読み物は基礎的な英語力で理解でき国際問題を扱っているものを使用する。また化
学・工業・医学分野の英文情報を随時採用し、その方面の語彙を増やせるようにする。 

準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識) 
 
 高校１・２年生修了程度の基礎的な英語力。 

重み 目標 説明 
 A 工学倫理の自覚と多面的考察力の養成 
 B 社会要請に応えられる工学基礎学力の養成 
 C 工学専門知識の創造的活用能力の養成 
◎ D 国際的な受信・発信能力の養成 

 E 産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能力
の養成 

学習・教育目標 

  
 

学習・教育目標

の達成度検査 

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行う。 
2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の達
成とする。 

3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。 
授業目標 

 
 

1． 基本的な英文の構造を把握し、内容を理解できる力を養い、また簡単な英語で正確に自己表現する力
を養う。 

2． 化学・工業・電子・医学等の基礎的な語彙を覚える。 
 

授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。） 
回 メ イ ン テ ー マ サ ブ テ ー マ 参観 

第 1回 前期オリエンテーション、自己紹介 授業概要、目標、スケジュール、評価方法と
その基準などの説明  

第 2回 英語構文１００ １課 Itの用法・   
第 3回 英語構文１００ ２課 不定詞を含む構文  
第 4回 英語構文１００ ３課 分詞を含む構文  
第 5回 英語構文１００ ４課 動名詞を含む構文  
第 6回 英語構文１００ ５課 関係詞を含む構文  
第 7回 英語構文１００ ６課 条件文・否定構文  
第 8回 前期中間試験   

第 9回 NEWSBREAKS Unit 1・英語構文７課 People：Barack Obama, 
助動詞を含む構文              

第 10回 NEWSBREAKS Unit１・英語構文７課 People：Barack Obama, 
助動詞を含む構文  



第 11回 NEWSBREAKS Unit 2・英語構文８課  Speech：Victory speech, 
 条件構文  

第 12回 NEWSBREAKS Unit 2・英語構文８課 Speech：Victory speech, 
条件構文  

第 13回 NEWSBREAKS Unit 3・英語構文９課 Economy：The Global Economic Crisis, 
接続詞を含む構文  

第 14回 NEWSBREAKS Unit 3・英語構文９課 Economy：The Global Economic Crisis, 
接続詞を含む構文  

第 15回 NEWSBRAKES前期末試験  × 

第 16回 NEWSBREAKS Unit 4・英語構文１０課 Disaster：The Victoria Fires, 
比較構文  

第 17回 NEWSBREAKS Unit 4・英語構文１０課 Disaster：The Victoria Fires, 
比較構文  

第 18回 NEWSBREAKS Unit 5・英語構文１１課  Conflict：Darfur, 
譲歩構文  

第 19回 NEWSBREAKS Unit 5・英語構文１１課 Conflict：Darfur, 
譲歩構文  

第 20回 NEWSGREAKS Unit 6・英語構文１２課 Education：One Laptop Per child. 
無生物主語を含む構文  

第 21回 NEWSBREAKS Unit 6・英語構文１２課 Education：One Laptop Per child. 
無生物主語を含む構文  

第 22回 NEWSBREAKS Unit 7・英語構文１３課 Health：Mosquito Net. 
間接疑問 同格  

第 23回 NEWSBREAKS Unit７・英語構文１３課 Health：Mosquito Net. 
間接疑問 同格  

第 24回 NEWSBREAKS Unit８・英語構文１４課 Food：Cloning, 
強調・倒置・省略  

第 25回 NEWSBREAKS Unit８・英語構文１４課  Food：Cloning, 
強調・倒置・省略  

第 26回 NEWSBREAKS Unit９・英語構文１５課 Construction ：Three Gorges Dam, 
名詞構文  

第 27回 NEWSBREAKS Unit９・英語構文１５課 Construction ：Three Gorges Dam, 
名詞構文  

第 28回 NEWSBREAKS Unit １０・１１ Environment：Eco-Friendly 
Science：Darwin at 200  

第 29回 NEWSBREAKS Unit１２ Outer Space  IYA 2009  
第 30回 後期末試験  × 
課題とオフィスアワー 
 授業中に指示する。 
評価方法と基準 
評価方法 
 
 定期試験および小テスト,授業中の活動・発表、課題提出、授業態度、学習意欲で評価する。 

評価基準 
 
 
定期試験・小テストの成績－５０～６０％、平常点(活動・発表、課題提出、授業意欲)－４０～５０％、学
習到達達成度自己評価－若干。 

教 科 書 等  NEWSBREAKS STANDARD   著者  Kevin Klenz  エミール出版 (630円) 
基礎と発展 英語構文ワーク１００  編者 CHART INSTITUTE  数研出版(480円)  

先 修 科 目 総合英語、英語Ｗ、英語Ｃ 
関連サイトの

U R L  http://nact-na.numazu-ct.ac.jp/ANET2/  ALC NetAcademy 2 

授業アンケー

ト へ の 対 応 
見やすい板書を心がける。授業の目標を明確にする。状況(クラスの能力水準、学習意欲等)
によって教材も進度も適宜変更する。 

備 考 
1. 試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検
査に使用することがあります。 

2. 授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教
員へ連絡してください。 

 
 


